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賛
否
・
条
例
・
人
事

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

人
権
擁
護
委
員 

全
会
一
致
で
適
任

反
対
討
論
　
大
城
毅

　

宮
平
学
校
線
整
備
事
業
の
物
件
移
転
補
償
費
が
会

計
検
査
院
の
検
査
を
受
け
て
補
助
対
象
外
と
さ
れ
、

平
成
27
年
度
に
１
２
２
１
万
円
を
国
に
返
還
し
て
い

る
。

　

町
は
補
償
費
の
対
象
で
あ
り
、
不
当
性
は
な
い
と

し
な
が
ら
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
ど
お
り
国
に
返
還

す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
行
為
を
行
っ
て
い
る
。

　

結
果
、
国
庫
か
ら
の
補
助
金
の
８
割
を
の
ぞ
き
、

町
民
の
負
担
２
割
３
０
6
万
円
で
完
成
さ
せ
た
補
償

が
、
全
額
１
５
２
７
万
円
の
町
民
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
件
に
関
し
、
町
長
の
責
任
を
な
ん
ら
問
う
こ

と
な
く
支
出
し
た
こ
の
決
算
を
認
め
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。

　

主
張
に
正
当
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
返
還

の
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
返
還
し
た
の
で
あ
れ

ば
正
当
性
を
自
ら
否
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
整
合
性
の
な
い
説
明
に
終
始
す
る
当

局
の
説
明
は
全
く
信
用
で
き
な
い
。
議
会
な
ど
、
第

三
者
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
の
決
算
を
認
定
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

・
高
嶺　
喜
美
子 

氏
（
宮
平
）

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
、
人
権
相
談
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

多
子
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
保
育

園・幼
稚
園
の
保
育
料
の
軽
減

条例
全会一致で

可決

『
多
子
世
帯
の
軽
減
』

　

年
収
約
３
６
０
万
円
未

満
相
当
世
帯
を
対
象
に
、

兄
弟
児
の
年
齢
カ
ウ
ン
ト

の
年
齢
制
限
を
な
く
し
ま

す
。
第
１
子
の
年
齢
に
関

係
な
く
、
第
２
子
を
半
額
、

第
３
子
以
降
を
無
料
と
し

ま
す
。

『
ひ
と
り
親
世
帯
の
軽
減
』

　

年
収
約
３
６
０
万
円
未

満
相
当
の
ひ
と
り
親
世
帯

等
に
対
し
て
は
、
第
１
子

の
保
育
料
を
半
額
、
第
２

子
以
降
の
保
育
料
を
無
料

と
し
ま
す
。

○：賛成　×：反対　－：宮城清政議員は議長のため採決に加わっていません

賛否分かれる
賛否が分かれた議案と討論があった議案についてお知らせします。

また、すべての議案の賛否は町議会のホームページで公開しています。

議　案

採
決
の
結
果
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念
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平成27年度南風原町一般会計
歳入歳出決算認定について
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